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０．要旨 

・SuperDARNは極域・サブオーロラ帯・中緯度域に展開されて
いるレーダーネットワークで、電離圏対流パターンなどの研究に
用いられている。 

・北海道－陸別HFレーダーはSuperDARNを構成する１つのレー
ダーであり、このレーダー網の中で最も低緯度に設置されたレー
ダーである。 



０．要旨 

・HFレーダーでは前方に照射する電波の他に、バックローブと呼
ばれる後方に漏れ出る電波があることが知られていたが、バック
ローブは電波の強度が弱いなどの点からあまり注目されることは
なかった。 

・我々は名古屋大学東山キャンパスにおいて北海道－陸別HFレー
ダーのバックローブの観測を行ったところ、名古屋においても北
海道－陸別HFレーダーのバックロ－ブ信号が受信されていること
を確認した。本研究では、信号受信状況及び信号解析の初期結果
について詳細に報告する。 



１．背景 
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フロントローブ信号に比べ
るとバックローブ信号は約
15dB程弱くなるが、受信す
ることはできる。 



本研究ではここに受信機を
置き、電離圏反射点Aの構
造について調べる。 

電離圏反射点A 

１．背景 



２．観測機器 
HFレーダーリモート受信機のシステム構成図（レーダーサイト）_20140509
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３．観測手法及び結果 

縦軸：ドップラー振動数 
横軸：時間 
（１０分間を表示） 
パラメータ：電波の強度 

縦軸：１パルスシークエンス 
横軸：時間（0.1s） 
（4分30秒間を表示） 
パラメータ：I/Qデータの絶対値 

２０１４年８月４日 
２１：００～２１：１０LT 

HFレーダーの受信データ 
（名古屋） 

左図の各レーダー電波に対する
I/Qデータ 



縦軸：レンジ（9.375km） 
横軸：lag（1.5ms） 
パラメータ：I（実部）の値 

縦軸：位相（ラジアン） 
横軸：lag（1.5ms） 

270（27秒）前後で 
デコードをする 

レンジ54（506.25km）地点
での複素値をグラフ化する 

Barthes et al.[1998]より位相と
lagの関係からドップラー振動数
が得られる。 
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縦軸：位相（ラジアン） 
横軸：lag（1.5ms） 



同じ時刻での陸別の受信データ 

全ビームのバックローブ信号
を受信しているので、全ての
時間にわたって強く受かって
いる。 

さきほどと同じ方法で、 
を求めると、 
   ＝-1.87[rad] 
したがって、名古屋と陸
別の位相差    は  
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４．議論・考察 
①毎分27秒前後に信号が強く受かっていることから、ビーム
８前後を打ったときのバックローブ信号が受信されていると
推測できる。 
 
②名古屋と陸別で受信されたデータを比較することによって、
ドップラー速度を求めることに成功した。 
 
③導出されたドップラー速度は、Ogawa et al. [2009]より妥
当な値であるといえる。 
 
④得られたドップラー速度は斜め入射により得られたもので
あり、電離圏の鉛直方向速度成分に直すためにはファクター
1/sinθ（elevation angle）の変換が必要である（elevation 
angleの導出を準備中）。 



５．まとめ 

・我々は初期結果として、レーダー信号の受信が確認できた
場合についてドップラー速度を得ることに成功した。今後の
課題としては、名古屋と陸別の受信データを比較することに
よって遅延差を求めることや、ドップラー速度についての日
中変化及び季節依存性を調べ、関連性を調査することがあげ
られる。 
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